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味で非常に重要な役割を果たします。1つ

はクライアント上で、そしてもう1つはサー

バー上においてです。

クライアント上でのJavaテクノロジーは、

ウェブページを介してエンドユーザーにアプ

リケーションの機能を提供するために使わ

れます。そしてまた、ウェブのハイパーリ

ンクとの組み合わせによって、アクセスを

より組織立てて、系統立てていくことがで

きるテクノロジーとも言えます。

次にサーバー側ですが、ここでのJavaと

は、新しいビジネスロジックをアプリケー

ションサーバー上で使うためのプログラミ

ング環境という役割を果たしています。

新しいポータルベースのコンピューティ

ングモデルでは、消費者や社員やサプライ

ヤーといったエンドユーザーが、ポータルの

ウェブにURLでアクセスし、ウェブページ

の機能とJavaの機能とを組み合わせること

AOLとの合同によるネットスケープの買収、ホームネットワークの標準仕様「OSG」（Open

Service Gateway）策定への動き、NTTドコモとの提携、アプリケーションサーバー

「NetDynamics 5」とローミング環境を実現する「iPlanet」の発表、ポータルコンピュー

ティングを支援する「Service Provider.com」の提供と、この数か月の間にサン・マイク

ロシステムズから出されたリリースは膨大な数に上る。その内容も、インターネットのさらな

る進化を予想させるものばかりである。サン・マイクロシステムズのJava Softwareプレ

ジデントであるアラン・バラッツ氏に、同社の戦略と、新たなフェーズを迎かえたJavaテク

ノロジーについて聞いた。

聞き手：インターネットマガジン編集部
Photo: Nakamura Tohru

：現在、米国に4000万人、日本には1500

万人程度のインターネットユーザーがいると

言われています。そして今後、このマーケッ

トをさらに大きく広げるための努力を各企業

がすることになるでしょう。このような時代

に、インターネットにおいてサンはどのよう

な役割を果たすのでしょうか。

バラッツ：いまこの時期に、私たちがこの業

界で仕事をしているのはとてもエキサイテ

ィングであり、興味深いと思います。

インターネットやそこから生まれたテク

ノロジーが、ビジネスの分野でもコンシュ

ーマーの分野でも「コンピューティング」

自体を根本的に変え始めているからです。

そして、この変革を一言でまとめると、「ポ

ータル」という言葉に集約できます。

ポータルはヤフーに代表されるような形

で、コンシューマー指向かつインターネッ

ト指向の発想で情報にアクセスできるとい

うところから始まっています。さらに昨年

からは、単に情報にアクセスできるだけで

なく、電子メールのようなアプリケーショ

ンの機能も取り込むようになりました。

現在、さきほどおっしゃったように何百

万人、何千万人という消費者がインターネ

ットやポータルを活用しながら、情報にア

クセスしています。あるいは、日常のニー

ズであるコンシューマー向けのコミュニケー

ションのサービス、たとえば電子メールや

エレクトロニックコマースといったものを、

ポータルを通して使うようになりました。物

を買ったり、旅行の予約をしたり、銀行の

取引をしたりといったことも、すでに始ま

っています。

さらに現在は、ポータルがコンシューマ

ーだけでなく、ビジネスのコンピューティン

グ環境の中にも浸透し始めていると思いま

す。すでに多くの企業では、社員や顧客、

サプライヤーにポータルを提供しています。

サンでも同様に社員に対してポータルを提

供しています。ウェブベースの環境でURL

を介してビジネス情報にアクセスしたり、

電子メールやオンラインカレンダーやディ

レクトリーサービスなどを統合しながら、出

張経費の計上をしたりしています。

つまりポータルというのは、ウェブのフ

ロントエンドになるブラウザーと、企業の

持っているシステムやサービスといったバッ

クエンドの部分を統合するソリューション

であると考えられるわけです。もっとわか

りやすく言うならば、フロントエンドとバ

ックエンドをノリ付けするような役割を持

つのです。

そうなると、ノリの役割をする製品、つ

まりフロントエンドのブラウザーやウェブ

と、バックエンドのシステムやサービスを提

供する部分をつなぎ合わせるものが必要に

なってきます。その1つが、サンが提供する

「アプリケーションサーバー」なのです。

：ポータルコンピューティングやアプリケ

ーションサーバーというキーワードが出てき

た時代のJavaの役割とはどのようなものに

なるのでしょうか。

バラッツ：Javaテクノロジーはポータルベー

スのコンピューティングに関して、2つの意
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コアになるサンの製品、たとえばSolarisや

Javaプラットフォームが完全なソリューシ

ョンのコンポーネントとなります。

また、AOLやネットスケープとのアライ

アンスによって、全体のソリューションに

おけるミドルウェアのプロダクトも生まれま

した。さらに、コンシューマーエンベデッ

ドソフトウェアの製品としては、Javaプラ

ットフォーム用の小さなメモリーで動くリ

アルタイムOSや小さなメモリーで動くアプ

リケーションがあります。あるいは、電子

メールやカレンダーといったアプリケーショ

ンもこれから出てくるわけです。このよう

な製品によって、ポータルをさらにモバイ

ルのユーザーや情報家電に拡大していくこ

とになるでしょう。

おっしゃるようにいろいろなイニシアティ

ブが発表されていますが、たとえばJava2プ

ラットフォームやSolaris7とか、AOLやネ

ットスケープとのアライアンス、NTTドコ

モとの提携やOSGなどのさまざまな発表は、

すべてポータルのエンドツーエンドのソリュ

ーションを提供するためのコンポーネント

になっているということです。

ですから現在のサンという企業は、イン

ターネットにおいてポータルを実現するた

めの原動力であると思っています。

：乱暴な言い方をすると、今後PCは必要

ない時代になるのでしょうか。バックエンドに

Solarisがあり、フロントエンドに家電のような

誰にでも使えるデバイスあれば、それだけで完

結するようなコンピュータワールドがJavaの

おかげでできると考えていいのでしょうか。

バラッツ：私はPCが必要でないとは言って

いません。逆に、PCは今後もネットワーク

に対しての1つの重要なウィンドウになり続

けると思います。ただし、数あるウィンド

ウの中の1つという位置付けです。

もちろん、私たちのゴールにはさまざま

なアクセスのためのデバイスがあります。こ

れから登場する新しい家電を市場に導入す

ることによって、インフォメーションアプライ

アンス（情報家電）、iモードのような携帯

電話、セットトップボックス、またはウェブ

のソリューションを提供することによって、

ビジネスユーザーやサービスプロバイダーが

さらなる顧客や社員、サプライヤーといっ

た人に対してポータルベースのコンピュー

ティングサービスが提供できるようにした

いと思っています。

サンはすべてのソフトウェア、そしてハ

ードウェアがポータルベースのコンピューテ

ィングに対応していくというところにフォ

ーカスを当てています。具体的にどのよう

な製品かというと、ブラウザー、それから

ウェブサーバー、アプリケーションサーバ

ー、ディレクトリーサーバー、メールサー

バー、ワークフローエンジン、カレンダー

サーバーと、さまざまです。さらに重要な

のは、それぞれのソフトウェアのベースとな

るミッションクリティカルな基幹業務系の

OSということになります。

Javaテクノロジーは、クライアント／サ

ーバー上でこのようなソリューションにとっ

ての重要なエレメント（要素）、コンポーネ

ントとなります。さらに、このポータルを

モバイルのビジネスユーザーやモバイルのコ

ンシューマーに拡張していき、そして情報

家電に広げていくために、小さな（フット

プリント）OSと小さな（フットプリント）

Javaの実装、またNTTドコモのiモードの

電話機といったところで必要となるような

ソフトウェアが求められてくるわけです。こ

のようなソフトウェアのプラットフォームの

によって、さまざまなトランザクションをウ

ェブサーバーに戻します。そして、そのト

ランザクションがウェブサーバーからアプリ

ケーションに行き、次にアプリケーション

サーバーがJavaのビジネスロジックを呼び

出し、必要な処理を行います。このように、

新しいポータルベースのコンピューティング

モデルにおいて、Javaテクノロジーは企業

向けからコンシューマー向けまで、クライ

アント／サーバー上で非常に重要な役割を

果たすようになります。

：サンはJiniの発表以来、「iPlanet」とい

うローミングテクノロジーや「パーソナルブ

ラウザー」、さらにはNTTドコモとの提携、

OSGを通じたホームネットワークの標準化へ

の動きなど、非PCにフォーカスしたリリー

スを次々と打ち出しています。これらのソリ

ューションによって、情報家電や携帯電話

から個人情報にアクセスしたり電子商取引

をしたりするような時代がもうすぐ実現する

と考えていいのでしょうか。

バラッツ：まもなくそうなります。

さきほど申し上げましたように、ポータ

ルがこれからの主流の環境になって、コン

シューマーやビジネスユーザーがこのコンピ

ューティングのテクノロジーを活用できる

ようになっていくと思っています。サンと

しても完全なソフトウェアやハードウェア

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1999/8 327

フォンのようなものも含めて、それらのすべ

てをデバイスとしてユーザーに使ってもらえ

るようにしたいと考えます。しかも、一貫性

を持った形で、あるいは均斉のとれた形で、

情報に対してアクセスができるようにした

いというのが私たちゴールなのです。

しかしそれはあくまでも、コンシューマ

ーやビジネスユーザーなど、エンドユーザー

のコンピューティングを考えたうえで、こ

うしたデバイスがポータルに対してのウィン

ドウになり得るようにするということです。

ポータルこそが、これからユーザーの体験

にとって重要なポイントになっていくでし

ょう。大切なのはデバイスではないという

ことです。ブラウザーだとか細かいデバイ

スの部分だとかは、これから重要性を薄め

ていって、その反対にポータルがますます

重要性を強めていくと思います。

「ポストPCエラ」という言葉を聞きます

が、こうしたPC以降の時代というのはいま

までPCだけに当たっていたフォーカスが、

今度はポータルに移行していくと思ってい

ます。その瞬間にみんなが持っているどん

なデバイスを介してもポータルに入ってい

けるという時代に移行すると私は予想して

います。

：サンが提唱するポータルは、ネットスケー

プが作った「ネットセンター」のコンセプトに近

いように思います。さらに、ポータルコンピュー

ティングによって実現する世界は、やはりネッ

トスケープが提唱した「ネットエコノミー」に近

いと言ってもいいのではないでしょうか。そし

て、これらの戦略には、もう1つ、企業やサー

ビスプロバイダーなど、ポータルを提供する側

にも十分なソリューションを提供する「エンタ

ープライズサービスプロバイダー」という発想

があったと思いますが。

バラッツ：確かにコンシューマーの環境の中

では、サービスプロバイダーがポータルコン

ピューティングの環境なり、ソリューショ

ンの中で、非常に重要なコンポーネントに

なると思います。

企業の環境においては、企業自体が自分

でポータルを構築して社員にサービスを提

供する方法も選べますが、アウトソーシン

グして、ポータルの提供という部分は別の

プロバイダーにまかせる方法もあります。

一方で、サービスプロバイダーはパズル

の重要なピースになります。またサンはそう

したサービスプロバイダーをサポートするた

めのイニシアティブである「Se r v i c e

Provider.com」をすでに発表しています。

おっしゃるとおりですが、この先、ポー

タルは非常に重要な概念となり、次の段階

としてネットベースの「ネットエコノミー」

への重要な概念につながっていくと思いま

す。サンにとってもこれらは非常に大切な

概念であり、これからもさらに促進してい

きたいと思います。

：ポータルやネットエコノミーに加えて、

今後は放送とインターネットが統合され、ネ

ットワーク自体もさらに高速化することにな

るでしょう。そうなると、巨大なデータを保

存しておくための「ストレージ」がインター

ネットの世界でもっとも重要な分野の1つに

なるはずです。サンはすでに、この分野で多

くのアドバンテージを持っています。これに

よって次世代のインターネットビジネスを有

利に展開できると考えますか。

バラッツ：まさにおっしゃるとおりです。ス

トレージというのは、ネットエコノミーの重

要な部分です。これは、いままでのような

伝統的なストレージモデルではなく、ネッ

トワークベースのストレージという形になり

ます。情報をネット上で「インテリジェン

トなストレージデバイス」を用いて蓄えて

おく。これによって、ネットにつながって

いるエンドユーザーがいつでも、そして迅速

に情報を手に入れることができるものです。

今後、ネットワークにおいてはさらに多

くの情報やアプリケーションを蓄積するよ

うになるでしょう。この意味で、サンもス

トレージのアーキテクチャーという観点か

ら言えば、これからインテリジェントなネ

ットワークベースのストレージを導き出し

ていくことにフォーカスを当て、効率よく、

ネットワークのどこからでも情報やアプリ

ケーションにアクセスできるようにしたいと

思っています。

ストレージに加えて、もう1つ重要なテ

クノロジーがあります。それはディレクトリ

ーサービス、特にホームネットワークベー

スのディレクトリーサービスです。情報や

ネットワークリソースは簡単に見つけられ

なければ価値はありません。ですから、サ

ンはストレージに加えてディレクトリーサー

ビスを、フォーカスを当てるべきもう1つの

分野として捉えています。

：ありがとうございました。

アラン・バラッツ

サン・マイクロシステムズ Java Software プレジデント

Java Softwareプラットフォームの開発、マーケティング、サポート部門を担当。

サンに入社する以前は、Delphiのプレジデント兼CEOを務めた。マサチューセッ

ツ工科大学において、エレクトリックエンジニアリングとコンピューターサイエン

スの博士号を取得。
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